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 要  旨 
一般に，テキスト教材では学習項目や項目間の関係，学習順序が目次として提供され，また学
習項目の内容を記述したページがあらかじめ系列化されている．これらの情報は教材作成者によ
って想定された学習シナリオとみなすことができる． 
一方，Web 上で調べ学習を行う場合，リソースの多くは学習向けに構造化されておらず，学習リ
ソースの選択も学習者自身が行う．すなわち，Web調べ学習では，学ぶべき項目や学習順序など
が明示されておらず，リソースの構成要素であるWebページも系列化されていない．そのため，
学習者は，リソースをナビゲーションしながら，自分で学習課題から部分課題を展開して学習シ
ナリオを作る必要がある．すなわち，Web調べ学習における学習者は，課題に関する知識を構築
する知識集約プロセスと，学習シナリオを作成する課題展開プロセスを繰り返していると考えら
れる． 
しかし，知識集約プロセスでは，リソース内におけるナビゲーションの自己調整が困難である
ため，しばしば次に学ぶべきWebページを見失う．また，学習者は，ページ内容の理解やナビゲ
ーションに集中しがちなため，学習シナリオの作成が暗黙的になり，学習課題の展開が限定的に
なりやすいといった問題が起こる．先行研究では，非構造的なハイパー空間での知識構築プロセ
スを活性化する認知ツールとして Interactive History（IH）や Planning Assistant（PA）を開
発し，知識集約プロセスにおいて高い有効性が確認されている． 
本研究では，課題展開プロセスの活性化を支援するため，両プロセスが連携して行われるよう
なWeb調べ学習モデルを提案する．本モデルでは，Web調べ学習のプロセスを(１) Webリソー
ス探索，(２) Navigational Learning，(３) 学習シナリオ作成，の３フェイズからなるサイクル
と捉え，学習課題や課題に関する知識をキーワードによって表現させることで学習シナリオ作成
の足場を築く．さらに，本研究では，モデルに沿った調べ学習を支援するためのシステムを Firefox
のアドオンとして開発している．本支援システムは，学習者がWebページ群からキーワードを収
集し，課題に対する知識を表現する場を与えることでNavigational Learningフェイズを活性化
する．また，学習シナリオ作成フェイズを支援するため，集めたキーワードから重要なもの（課
題キーワード）を選出し構造化できる場を提供する．また，本研究では，支援ツールの有用性を
確かめるために評価実験を行った．その結果，本支援ツールを用いることで，課題展開プロセス
が活性化され，調べ学習終了後に学習内容を振り返る際の負荷が軽減されることを確認した． 
 
